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【ゴールドマーケットの現状】

一般社団法人日本貴金属マーケット協会 池水雄一

2022/07/18号

SPDR Gold Shares円建価格 ゴールドとドルインデックス

ドルの強さがより強調される一週間となりました。20年ぶりにユーロはドルとパーになり、
円は一時139円台とまさにドルの一人勝ち。その結果ゴールドも同じくドルに頭を押さえ
られる展開となりました。
注目のCPIは9.1%と5月の8.6%、市場予想の8.8%をも大きく上回る1981年以来ほど41
年ぶりの高い数字となりました。その結果ドルはさらに強くなりその一人勝ち状況はより
鮮明となりました。ゴールドはかろうじて1700ドルをキープしましたが、今後もドル高が
続くとすれば1700ドルも危うい状況になってきていると言えるでしょう。安全資産という
本来ならゴールドの最も大きい魅力である部分がこの先も続く利上げを背景にドルに移っ
てしまっています。ゴールドはここ5週間連続で下げており、ここまでの下げはここ数年
起こっていないことです。年初からの下げは7%になります。今回のこのCPIによって7月
の利上げ幅は0.75%から1%％という見方も強くなっており、このドル高はまだ続きそう
です。同時に銅、原油、そして貴金属など商品が大きく下がっており、これはこのインフ
レに先にある不況に対する先行的な売りという側面があります。しかし現在のこの売りが
果たしてファンダメンタルズを反映したものかといわれると大きなクエスチョンマークが
あると思います。実際エネルギーとしての原油需要、銅やアルミの産業需要は全くだぶつ
いている状況ではありません。脱化石燃料需要の反作用での燃料不足のため一日あたり百
万バレルの不足の状況、アルミの米国、そして欧州でのプレミアムは史上最高レベルにあ
ります。現在のコモディティ、すでに売られすぎのレベルにあり、おそらく長期的視点か
らはここは買いであったという風になるのではないでしょうか。

1分 XAU=, .DXY 6:01 2022/07/02 - 18:39 2022/07/18 (TOK)

LineGrd, XAU=, Mid Price(Last), 6:01 2022/07/16, 1,707.7800, -2.6691, (-0.16%), 

LineGrd, .DXY, Trade Price(Last), 6:00 2022/07/16, 107.983, -0.561, (-0.52%)
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Gold ETF残高とゴールド価格

米長期金利とゴールド

円建てゴールドとドル円

【マーケット・トピック】

a. 鉱山生産（続き）

プラチナの鉱山生産の7割以上が南アフリカで
す。貴金属の中でももっともその存在が偏在して
いるのがプラチナです。ゴールドは世界中ほぼど
こでも生産されています。昔戦国時代から江戸時
代にかけては日本も世界で有数といっていい生産
量がありました。佐渡金山や土肥金山は有名です。
現在ではほぼ掘りつくしてしまいましたが、日本
で唯一残っている金山は鹿児島県の菱刈金山だけ
です。1960-70年代はゴールドでも南アが年間
1000トン以上掘っている年もあり、南アは圧倒
的なシェアを持っていましたが、現在では100ト
ン台と南アの生産量は激減し、圧倒的な産金国は
ありません。しかしプラチナは全く違います。昔
から、現在もそして将来も南アが圧倒的なシェア
を誇る状態は変わらないでしょう。その理由は、
プラチナが存在する鉱脈は圧倒的にジンバブエも
含めたこの地域に偏在しているからです。ほかの
場所ではいくら努力しても掘ることはできません。
存在しないのですから。プラチナは南ア、ジンバ
ブエ、ロシアそして北米にしか存在しません。こ
の偏在の理由は、プラチナをはじめとするPGMが
隕石由来であるという説が有力です。PGMを含ん
だ巨大隕石が南ア、ロシアそして北米に落ちたの
です。（南アに落ちた巨大な隕石の影響で恐竜が
滅びたという説もあります。）ゴールドは多くの
国で生産されるため、南アで何か起きてもほとん
ど反応しませんが、プラチナはやはりジンバブエ
と一緒にその生産シェアの8割を占める南アで、
生産にかかわるような事件、電力問題や、労働争
議などが起これば大きく反応します。安定した供
給体制を誇るゴールドに対してプラチナの供給は
南ア一国に頼る分、非常に不安定になる可能性が
高いと言えます。そのため長期的にプラチナを使
用する産業需要家は、基本的に生産者（南アの鉱
山会社）と直接長期契約を結び安定供給を確保し
ています。鉱山会社もその供給責任のため、ある
程度余裕をもって在庫を保持しています。

ゴールド以外の貴金属-PGM4 日足 HLDTOTALL=XAU, XAU= 2017/07/18 - 2022/10/19 (UTC)

LineGrd, HLDTOTALL=XAU, Trade Price(Last), 2022/07/15, 2,181.107, LineGrd, XAU=, Bid(Last), 2022/07/15, 1,706.7800, 

-2.6691, (-0.16%)
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1分 XAU=, US10YT=RR 6:06 2022/07/02 - 18:44 2022/07/18 (TOK)

LineGrd, XAU=, Mid Price(Last), 6:01 2022/07/16, 1,707.7800, -2.6691, (-0.16%), 

LineGrd, US10YT=RR, Bid Yield(Last), 6:06 2022/07/16, 2.9281

価格

USD

Ozs

自動

1,700

1,710

1,720

1,730

1,740

1,750

1,760

1,770

1,780

1,790

1,800

1,707.7800

利回り

自動

2.76

2.79

2.82

2.85

2.88

2.91

2.94

2.97

3

3.03

3.06

3.09

2.9281

 05日  06日  07日  08日  09日  12日  13日  14日  15日  16日
2022年 7月

1分 XAU=, JPY= 6:01 2022/07/02 - 18:39 2022/07/18 (TOK)

LineGrd, XAU=, Mid Price(Last), 6:01 2022/07/16, 7,606.185, LineGrd, JPY=, Mid Price(Last), 

6:00 2022/07/16, 138.54, -0.37, (-0.27%)
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